
委
託
者
保
護
基
金

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

a

商
品
取
引
所
法
第
九
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
又
は
第
三
項

た
だ
し
書
（
認
可
等
）
の
認
可

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

別
表
第
一
第
九
十
四
号
^

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

_

商
品
取
引
所
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
算
定
割
当
量
に

係
る
取
引
を
行
う
市
場
の
開
設
等
の
認
可
）
の
認
可
（
同
項
た

だ
し
書
の
金
融
商
品
市
場
の
開
設
の
業
務
又
は
金
融
商
品
債
務

引
受
業
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

別
表
第
一
第
九
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
十
五

商
品
先
物
取
引
業
の
許
可
、
商
品
先
物
取
引
仲
介
業
者
の
登
録
、
商
品
取
引
債
務
引
受
業
の
許
可

又
は
委
託
者
保
護
基
金
の
設
立
の
認
可

^

商
品
先
物
取
引
法
第
百
九
十
条
第
一
項
（
商
品
先
物
取
引
業

の
許
可
）の
商
品
先
物
取
引
業
の
許
可（
更
新
の
許
可
を
除
く
。）
許
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

_

商
品
先
物
取
引
法
第
二
百
四
十
条
の
二
第
一
項
（
登
録
）
の

商
品
先
物
取
引
仲
介
業
者
の
登
録
（
更
新
の
登
録
を
除
く
。）

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九
万
円

`

商
品
先
物
取
引
法
第
百
六
十
七
条
（
許
可
）
の
商
品
取
引
債

務
引
受
業
の
許
可

許
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

a

商
品
先
物
取
引
法
第
二
百
七
十
九
条
第
一
項（
認
可
の
申
請
）

の
委
託
者
保
護
基
金
の
設
立
の
認
可

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

委
託
者
保
護
基
金

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

平成™˜年�月˜—日 金曜日 (号外第˜›�号)官 報
第
四
十
三
条

登
録
免
許
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
九
十
四
号
中
「
商
品
取
引
所
法
」
を
「
商
品
先
物
取
引
法
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
一
号
の
表
商
品
先
物
取
引
協
会
の
項
中「
商
品
取
引
所
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）」

を
「
商
品
先
物
取
引
法
」
に
改
め
る
。

（
地
価
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
十
八
号
中
「
商
品
取
引
所
法
」
を
「
商
品
先
物
取
引
法
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

（
消
費
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
一
号
の
表
一
般
財
団
法
人
及
び
一
般
社
団
法
人
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
商
品
先
物
取
引
協
会
の
項
中
「
商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）」を
「
商
品

先
物
取
引
法
」
に
改
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
九
十
四
号
中
「
、
組
織
変
更
の
認
可
」
を
「
、
算
定
割
当
量
に
係
る
取
引
を
行
う
市
場
の
開
設
等
の

認
可
、
組
織
変
更
の
認
可
、
商
品
取
引
所
持
株
会
社
に
係
る
認
可
」
に
改
め
、
同
号
b

を
同
号
d

と
し
、
同
号
a

を

同
号
c

と
し
、
同
号
`

を
同
号
b

と
し
、
同
号
_

を
同
号
`

と
し
、
同
号
`

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
商
品
先
物
取
引
協
会
の
項
中
「
商
品
取
引
所
法
」
を
「
商
品
先
物
取
引
法
」
に
改
め
る
。

（
法
人
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
一
般
財
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）及
び
一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
経
済
産
業
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

経
済
産
業
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
商
品
取
引
所
法
」
を
「
商
品
先
物
取
引
法
」
に
、「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第

一
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

河
村

建
夫

総
務
大
臣

佐
藤

勉

法
務
大
臣

森

英
介

財
務
大
臣

与
謝
野

馨

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

河
村

建
夫

法
律
第
七
十
五
号

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
北
方
領
土
問
題
が
」
を
「
北
方
領
土
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
方
領
土
問

題
が
今
な
お
」
に
改
め
、「
啓
発
」
の
下
に
「
、
交
流
等
事
業
の
推
進
」
を
加
え
る
。

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
北
方
地
域
元
居
住
者
」
と
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
北
方
地
域
に
生
活
の

本
拠
を
有
し
て
い
た
者
及
び
そ
の
者
の
子
で
同
日
後
北
方
地
域
に
お
い
て
出
生
し
た
も
の
を
い
い
、
そ
れ
ら
の
者
の

子
及
び
孫
を
含
む
も
の
と
す
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
流
等
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

一

日
本
国
民
と
継
続
的
に
か
つ
現
に
北
方
地
域
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
と
の
間
の
相
互
理
解
の
増
進
を
図

り
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
者
の
旅
券
及
び
査
証
を
用
い

な
い
相
互
訪
問
の
事
業

二

北
方
地
域
元
居
住
者
等
（
北
方
地
域
元
居
住
者
及
び
そ
の
家
族
で
あ
る
日
本
国
民
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
北

方
地
域
へ
の
墓
参
の
た
め
の
訪
問
の
事
業

三

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
北
方
地
域
元
居
住
者
等
の
北
方
地
域
へ
の
最
大
限
に
簡
易
化
さ
れ
た
手
続
に
よ

る
訪
問
の
事
業

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
の
責
務
）

第
二
条
の
二

国
は
、
北
海
道
並
び
に
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
市
及
び
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共
団
体
並
び
に
民

間
の
団
体
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現
す
る
た
め
最
大
限
の
努
力
を
す
る
も
の

と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
外
務
大
臣
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中

「（
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
北
方
地
域
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
を
い
い
、
そ
の
子
及
び
孫
を
含

む
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

交
流
等
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

šš
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